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1. はじめに 

情報化社会において，コンピュータが扱えることは重

要である．コンピュータを扱うには入力装置であるキー

ボードを扱えなければならない。タイピング能力の向上

によって情報リテラシー能力向上につながることが報告

されている（水野・泰松，2014）。 

文部科学省の調査結果により，「1 分間あたりのキーボ

ードの入力文字数」は，小学生は平均5.9文字，中学生で

も平均17.4文字である（文部科学省，2015）。文部科学省

は小学生は「10分間に200文字程度の文字入力ができる

こと」，中学生は「10分間に300文字程度の文章が正確に

入力・編集できること」が求められている（教育の情報化

に関する手引，2015）。現状ではその能力に遠く及んでい

ない。この問題の解決には，学生のタイピング能力の向上

が求められる。 

しかしながら近年，ケータイまたはスマートフォンの

急増により，トグル入力，フリック入力，フルキーボード

入力，手書き入力，音声入力など様々な入力方法があげら

れる。調査により，日本語入力時 80％以上の者がフリッ

ク入力を利用し，トグル入力を含める 90％以上となり，

フルキーボード入力は7％しかない（長澤，2017）。 

フリック入力・トグル入力の特徴は，そのインターフェ

ースが五十音を基準としているところにある。これは五

十音が理解できていればある程度容易に可能となる。フ

ルキーボード入力は，アルファベットが不規則に配置さ

れているQWERTY配列キーボードにおける各文字の配置を

理解しなければ対応できないため，初めてフルキーボー

ドに触れた場合，フリック入力と比較した場合，さらに習

熟に時間がかかる。 

また，タイピング習得時において，キーボードのキー配

置を記憶することは，初学者が真っ先につまずく課題で

ある。さらに，JIS配列キーボードでタッチタイピングを

習得するには相当な努力が必要である。JISのキー配列か

ら，決して日本語の高速入力には向いていないといわれ

ている（島田，1988）。例えば，比較的動きにくい小指や

薬指に母音の「A」や「O」が多く割り当てられ，ローマ字

表記そのものが統一されておらず，綴り方に訓令式とヘ

ボン式との二つが使われ，また濁音・半濁音，促音の組合

せからなる単語の入力に時間を要しているなど問題が挙

げられる。 

タイピング練習に様々な研究が行われた。例えば，無理

なく練習ができるタッチタイピング練習アプリ『TUT 

Touch Typing』は打っている最中の文字は一切表示され

ず，練習後に打鍵結果の正誤表示が行われ，タッチタイピ

ングの認知モデル研究の知見を活かした練習方法である

（大岩，1980）。また，速く正確なキータッチと正確な文

節変換や漢字変換を学習する日本語入力練習システムが

開発され，学習履歴情報の提示は持続的な技能学習に有

用であることが示唆された（箕浦，2019）。その他，物理

キーボードにプロジェクションマッピングを行うことで，

初学者のタイピング習得を支援するインタラクションが

開発された（園智，2019）。特にキー配置を覚えていない

初学者に，次に押すべきキーがどこにあるのかわからず

にフラストレーションを減軽させることができる。この

システムは打鍵時の演出を見て楽しむことが主であった

ため，教室で多人数の授業に適用できないという問題点

がある。 

タッチタイピングに関して研究されている論文では，

システム開発，ローマ字入力における綴りの選択，練習方

法に関するものが数多く発表されているが，最近の大学

生の英文，和文の入力速度の現状，入力練習速度の変化に

関する追跡調査がまだ少ない。 

本研究では，文系大学生を対象として，無料オンライン

タイピング練習ソフトを用いて，8週間をかけるタイピン

グ入力速度の変化に関する追跡調査を実施した。正しい

入力指の提示により，入力速度がどのように変化したか

について考察する。また，英文と和文の入力速度の違いを

比較する。 
 

2. Ｐ検のタイピング練習ソフト 

本研究はＰ検協会（ICTプロフィシエンシー検定協会）

が提供した無料オンラインタイピングソフトを利用して

調査した。本ソフトは次に打つべきキーと正しい入力に

使われる指に色を付与し，キー配置の記憶を補助するこ

と，初学者でもタイピングが楽しく行えるようにする効

果を期待できる（図１）。正しい文字を入力すると，入力

されたところまでの色が変わる。誤った文字を入力して

も先に進めない。また和文を入力する時，入力文字で判定

するため漢字の変換は不要である。ローマ字は訓令式で

表示されるが，基本的なローマ字入力方法には全て対応

しているので，訓令式以外の方式でも入力できる。タイピ

ングは制限時間で自動的に終了になる。練習が終わると，

入力文字数，正タイプ数，誤タイプ数，正タイプ率，誤タ

イプ率，得点，合格基準レベルなどの成績表が出力される

（図 2）。得点が 30 点以上の場合は 4 級に相当，40 点以

上の場合は 3 級に相当，50 点以上の場合は準 2級に相当

する。得点の計算詳細方法は不明である。 
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図 1  タイピング練習の画面 

 
図 2 タイピング練習の結果 

 

3. 実施方法 

本研究は獨協大学経済学部 1 年生の 52 名を対象とし

て，2019年4月上旬から6月上旬までコンピュータ入門

授業で 8 回の調査を実施した。最初の 4 回は英文のタイ

ピング練習，後半の 4 回は和文のタイピング練習を行っ

た。各回に学生が 5 分間でＰ検のオンラインタイピング

練習ソフトを使って，タイピング練習を行った。タイピン

グ練習では入力スピードが要求されず，正しく10本の指

でタイピングすることが求められる。 

学生が練習した結果を PDF ファイルとして出力し，他

の課題と合わせて LMS に提出してもらった。またタイピ

ングの結果は期末試験の成績と関係がないと事前に説明

した。著者が提出された 8 回の PDF タイピング結果に基

づき，各データをExcelに取りまとめ・分析をした。第2

回の授業だけに練習時間が設けられず，LMSにタイピング

練習結果を提出する学生が少なかったため，本研究では，

第 1,3,4 回の英文タイピング練習結果，及び第 5,6,7,8

回の和文タイピング練習結果を対象に分析した。 

また，練習中に正しく10本の指を使ってタッチタイピ

ングが要求されたが，観察により10本指ではなく，1，2

本の指だけで入力する学生や，ハント&ペックタイピング，

つまり画面とキーボードを交互に見ながらタイピングす

る学生も散見されるが，本研究では入力方法を計測でき

ないため，出力された入力速度だけを中心に調査・分析し

た。 
 

4. タイピング練習の結果 

4.1 英文入力の結果 

第 1,3,4 回の授業では英文のタイピング練習を行った。

第 1 回の練習では，まだタイピング方法やキーボードの

配列を覚えていない学生が多いため，平均の入力速度が

57字／分しかない。その中に，中学生レベルより低く12

字／分の学生も存在する。また，最高速度が128字／分， 

 

表1 入力速度と正タイプ率 

 速度 正タイプ率 

回数 範囲 平均 範囲 平均 

英文1 12~128 57 46%~96% 77% 

英文3 11~139 73 54%~97% 80% 

英文4 32~147 84 72%~98% 81% 

和文5 24~256 109 37%~94% 80% 

和文6 58~269 116 77%~97% 84% 

和文7 74~274 129 73%~98% 62% 

和文8 62~269 131 25%~96% 78% 

 

 
図 3 低群の英文入力速度の変化 

 
図 4 高群の英文入力速度の変化 

 
図 5 等級判別可能な学生数の変化 

 

タイピング合格基準の準 2 級相当の学生もいる（表 1）。

52名中実際に等級判別可能（得点30点以上）な学生は9

名しかいない。正タイプ率の範囲は46%~96%であり，タ

イピングに慣れていない学生，及び上達者が存在する。 

また，初回にすでにタイピングが上達した 9 名の学生

（等級判別可能な 4 級，3 級，準 2級），と等級判別でき

ない43名の学生を二つグループに分け，タイピング速度 

0
20
40
60
80
100
120
140

4638104233 1 2 2211 6 3117434919454820

英文タイピング（低群）

1-速度 3-速度 4-速度

0
20
40
60
80
100
120
140

12 24 13 21 9 51 29 50

英文タイピング（高群）

1-速度 3-速度 4-速度

0

5

10

15

20

第1回 第3回 第4回 第5回 第6回 第7回 第8回

4級 3級 準2級

2020 PC Conferece

-118-



 
図 6 第4回の英文入力速度分布 

 

の変化を比較した。第 4 回の英文練習の入力速度に関し

て，高群の平均が119字／分に対して，低群が67字／分

であった。第 1 回から第 4 回まで，低群の学生の平均入

力速度が 26 字／分が伸びた（図 3）に対して，高群の学

生の入力速度伸びが18字／分である（図4）。また，等級

判別可能な学生の数は第1回の9名から第4回の27名に

増えた（図 5）。全体的に入力速度が向上したと言える。

しかし，高群と低群の伸びが統計的に有意な差が見られ

なかった。その他，第 4 回の英文入力速度の分布から見

ると，30字／分未満の学生が約10％を占めている。80～

110字／分の学生が50％を占めている。120字／分以上の

学生が10％である（図6）。 

4.2 和文入力の結果 

第 5,6,7,8 回の授業では和文のタイピング練習を行った。

初回の第5回の和文入力速度に関して，最低速度が24字

／分，最高速度が 256 字／分である（表 1）。英文の入力

速度より倍近く速い。等級判別可能な学生数が第 4 回英

文タイピングの 27 名から第 5 回の和文タイピングの 34

名に上った（図 5）。和文の正タイプ率が英文の正タイプ

率と大きく変わらず，37％～94％であった（表１）。第 8

回の和文練習の入力速度に関して，高群の平均が 180 字

／分に対して，低群が 119 字／分であった。第 5 回から

第8回まで，低群の学生の平均入力速度が19字／分が伸

びたことに対して（図 7），高群の学生の入力速度伸びは

45 字／分である（図 8）。等級判別可能な学生の数は第 5

回の34名から第8回の44名に増えた（図5）。全体的に，

和文の入力速度が向上したと言える。その他，第 8 回の

和文入力速度の分布から見ると，60 字／分未満の学生が

約11％を占めている。100～160字／分の学生が67％を占

めている。240~280 字／分以上の学生が 12％である（図

9）。 

 
図 7 低群の和文入力速度の変化 

 
図 8高群の和文入力速度の変化 

 
図 9 第8回の和文入力速度分布 

 

5. 考察 

タイピング練習ソフトを利用し，2ヶ月8回のタイピン

グ練習の結果として，全体的に入力速度が向上した。正し

い入力指の提示はタイピング学習に有効であることが示

唆された。 

英文，和文の入力速度両方が向上したが，正タイプ率に

関して大きな変化が見られない。練習によりキーボード

の配置，正しい指の分担を習得・上達できるが，入力方法，

例えば，ローマ字は訓令式よりヘボン式に馴染みがある

ため，入力速度を上げようと考えても「し」を「shi」から

「si」に余計な打鍵を減らそうと試みがすくないと考えら

れる。つまり，一度身に付いたものが簡単に変わるもので

はないと予想される。小・中学校時代に学んだローマ字の

知識が基になっているということは，その知識自体はす

でに長期記憶となっているため，「思い出す」というより

は「無意識に出てくる」という調査結果と同様である（長

澤，2017）。 

また和文の入力速度が英文の約 2 倍になっている。日

本人学生が英単語のスペルに慣れず，画面のアルファベ

ットスペルを一つずつ見ながら入力し，入力速度が遅い

と考えられる。英単語と比べると，日本人学生が和文の綴

りに親しく，頭に次々と入力するキーが予測され，入力速

度が速いと考えられる。 

 

6. おわりに 

本研究では，P検のオンラインタイピング練習ソフトを

利用し，8回のタイピング練習を実施した。画面上に次に

押すべきキーの指を表示することで，キーボードを見た

回数に応じて徐々に減らせ，無意識下でキーの配置が記

憶される。特にキー配置を覚えていない初学者，及び日本

語の濁音・半濁音，促音の綴り方に慣れていない学生にも

0

5

10

15

30 70 120 160

頻
度

データ区間

英文入力速度の分布

頻度

0
50
100
150
200
250
300

46 38 32 42 40 2 36 6 18 43 5 16 45 15 52

和文タイピング（低群）

5-速度 6-速度 7-速度 8-速度

0
50
100
150
200
250
300

8 12 24 13 21 9 51 29 50

和文タイピング（高群）

5-速度 6-速度 7-速度 8-速度

0

5

10

15

60 140 220 次の級

頻
度

データ区間

和文入力速度の分布

頻度

2020 PC Conferece

-119-



有効であることが示唆された。 

タイピング能力を向上させるためには，キー配置の記

憶だけではなく，適切な運指，タッチタイピングも重要で

ある。今回の調査では，1本指だけで入力する学生や，ハ

ント&ペックタイピングの学生も散見されるので，タイピ

ング練習より入力の習慣，個性を直す必要がある。 

また，現状ではタイピング速度に個人差が大きく，中学

生レベルより低い学生も多数存在する。本来，タイピング

は高等教育機関において身につけるべきものではなく，

初等教育の段階で教えられるべきものであるが，初等教

育で十分で習熟しておらず，そのまま大学に進学した学

生が多いと考えられる。今後はコンピュータ授業内だけ

ではなく，他の授業や，レポートの作成など様々な教育の

場面でも自然にタイピングの機会を増やし，ストレスの

少ない文字入力速度を獲得できことが望ましい。 

今後，入力速度だけではなく，高速入力者と低速入力者

の指の動きの差異，正タイプ率の向上に影響を与える要

因などを明らかにする。 
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